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9. 十日町盆地

(1) 地形・地質

十日町盆地は信濃川中流に位置する。盆地を形成する段丘商は 8面 (1)から 10面 (2)に区分され，

沖積段丘と洪積段丘とに分けられる。後者はロ ーム層に型われ，一番高い商 は信濃川河床か ら

250mの高さにある。沖積面は，同じく 30m から 35mの高さにあって最も広い。段丘面は高い

ほど傾きが大きく，段丘面形成後の基盤変動を示している。

段丘の基盤は魚沼層群からなる。魚沼層群は魚沼丘陵や西山東頚城丘陵をはじめ，沖積平野地

下にも広く分布するもので，良好な帯水層となっている。魚沼層群は上部層と下部層に大きく分

けられ，それぞれ小困層，塚山層と呼ばれる。 一般に，塚山層は半団結の砂岩，泥岩と ころによ

り磯岩の互層からなる。 小困層は磯質分が多くなる。小国，塚山両層とも亜炭層や数枚の凝灰岩

層を挟んでいる。

信濃川は向斜軸上にほぼ沿って流れる。 この向斜軸の東側(十日町市側〕 は，地層が緩く傾斜す

るのに対し，西側(JI岡町側〉は比較的急で，非対称の舟底型をした地質構造をなしている。 こ

のため，地形も東側斜面は西北西に傾く緩やかな長大斜面を示すが，西側斜面は短く ，信濃川に

注ぐ支流も短小である。

魚沼層群は，信濃川流路付近で最も厚く ，3，000 m にも達するとされる。図 2-4-68は，地形，

地質の概要を示したものである。

(2) 地下水

十日町盆地の地下水は繊維工業および冬季の消雪用に，いま 1つは，地表水が得に くい高位の

段丘面で，飲料用あるいはかんがい用として利用されている。

信濃川右岸側， 十日町市街地にはおよそ 1，700本の井戸があり， 日量 8万m3が汲み上げられ

ている。一方，左岸側， 川西町は 35本程度の井戸により日量 9，000m3近くが揚水されている

(1971年現在(3))。

帯水層は，沖積段丘商では，信濃川の河床砂磯層(厚さ 15~ 20 m)に，低位の洪積段丘面では，

向斜軸部の魚沼層群の砂磯層にある。前者の場合，信濃川の伏流水を集水井ないし暗渠で大量取

水している。たとえば，十日町市城之古簡易水道水源井(直径 8m，深さ 8m)は 日量約 8，000m3， 

十日町市山谷暗渠の(延長 180m)は日量 7，000m
3
程度の取水笑績がある。一方，後者は 1井戸
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当り目立 1，000m
3から 1，500m3程度で，井戸の深さは 50mから 70m に集中している。

高位の段丘面は魚沼層群の磯質分が少なくなり，砂， シノレトの互層が優勢になっ て くるため，

帯水周としては性能が落ちる。さらに，広く地下水酒養を受ける向斜軸部の帯水層と異なり，集

水域は狭く ，かつ単斜構造をなすため，帯水層としての評価を小さくしている。そのため，井戸

は数少なく，その深さは 150m を超え，自I質する井戸もあるものの，揚水 による水位降下量は

20m 以上 となる。揚水量は， 日;量 1，000m3以下が大半である。図 2-4-69は代表的な井戸の柱

状図である。

地下水の利用は繊維工業が日量約 15，000m3で，揚水量;全体の 17%を占めている。また，深度

別にみた井戸本数の傾向をみると， 30m 以浅が 9%， 50m から 70mが 61%，70m以上が 30%

となっている (3)。道路の消雪に使われる井戸は，深さ 50m から 70mに集中するため，冬季に

は過剰揚水が生じ，地下水位が異常に低下している。そのため，最近では， さらに深層へ井戸の
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図2-4-69 十日町盆地井戸地質往状図

深さを増す傾向がみられる。
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10. 大 野盆 地

(1) 地形 ・地質

大野盆地は，北方および東方をカ日越山地，西方を越前中央山地，南方をj越美山地に固まれた標

高 170-230m，面積約 100km2 の扇状地性の山間小盆地であ る。 加越山地は第四紀安山岩類，

越前中央山地は新第三紀安山岩類，越美山地は秩父古生層，中生代ジュラ紀層などで構成されて

し、る。

盆地は，成図的には三方が断層によって陥没した断層角盆地で，その南側は銀否l峰断層で明I僚

に限られている (1)。南方から九頭竜川， 真名川， 清流川， 赤根川の諸河川が流入 して盆地内を並

流 し，北端の狭さく部(下荒井付近)で九頭竜川に合流する。銀杏峰断層の急崖下には，真名川お

よび清滝川による扇状地の発達が著 しく，大野市街地は清滝川扇状地の延長部にある。 盆地東部

の伏石，塚原野は泥流堆積物で構成され(i)，塚原野台地は九頭竜川 と真名川の分水界とな ってい

る。

盆地は第四紀の砂，磯，泥などで埋められており ，基盤までの深度は 100-150m 前後と予想


